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平 成 ２ ３ 年 第 １ １ 回 教 育 委 員 会 会 議 録

招 集 年 月 日 平成２３年８月３０日

招 集 場 所 役場 第２会議室

開 会 １０時３０分 委員長宣告

立脇教育委員長 福田教育委員 長崎教育委員 井上教育委員 内田教育長出 席 委 員

欠 席 委 員

別紙報告事項による。

教 育 長 の 報 告 事業報告

・町長へ教育委員会からの要望書提出について

・成人式について

日野川子ども教育支援センター運営協議会について・

事業予定

・日南中学校 運動会の開催

・９月定例会について

（平成２２年度教育に関する事務の管理及び執行状況の点検・評価結果報告書の提出）

西部地区町村教育委員会連絡協議会秋季研修会の開催について・

※質疑なし
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議 事 日 程

議 事 の 経 過

日 程 そ の 他 発 言 者 発 言 の 要 旨

委 員 長 協議に入りますので説明をお願いする。日程第１

議案第３１号 地方教育行政の組織及び運営に関する法律第２７条第１項の規定により、議会に報告することになっ教 育 長

ており詳細について、事務局から説明する。平成 22年度教

育に関する事 教育に関する事務の管理及び執行状況の点検・評価結果報告書について説明。事 務 局 別添、平成２２年度

委 員 長 質疑を受け付ける務の管理及び

、 「 」 。執行状況の点 委 員 長 重点目標の中の重点施策 豊かな人間性の育成 学びの森 構想の実現とふるさと学習の充実についての成果は

教 育 長 学びの森構想は、小中一貫、小学校統合の指針。平成 年度においてそれぞれの分野で ％の成果検・評価結果 22 100

ではないが、成果を出すことができた。報告書の提出

委 員 長 質疑は無いか。承認を求めるについて

委 員 異議なし

平成22年度教育に関する事務の管理及び執行状況の点検・評価結果報告書の委 員 長 日程第１議案第３１号

提出について承認する。

日程第２ 委 員 長 協議に入りますので説明をお願いする。

教 育 長 議案第３２号日南町からの暴力団排除のために必要な関係条例の一部改正について承認を求めるもの。議案第３２号

日南 町か らの 日南町行政事務から暴力団を排除するもの。平成２３年９月３０日付で黒坂警察署と協定を結ぶ予定。

暴力 団排 除の そのため既存の条例を一部改正する。詳細は事務局から説明する。

ため に必 要な 事 務 局 別添、条例改正案について説明。

関係 条例 の一 ・日南町運動場の設置及び管理に関する条例
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部改 正に つい ・日南町武道館の設置及び管理に関する条例

て ・日南町体育館の設置及び管理に関する条例

・日南町総合文化センターの設置及び管理に関する条例

委 員 長 質疑を受け付ける。質疑が無いようなら承認してよいか。

委 員 異議なし

委 員 長 日程第２ 日南町からの暴力団排除のために必要な関係条例の一部改正について承認する議案第３２号

日程第３ 委 員 長 協議に入りますので説明をお願いする。

教 育 長 平成２３年度教育費補正予算について議会提出について承認を求める。詳細は事務局か議案第３３号 議案第３３号

平成 ２３ 年度 ら説明する。

教育 費補 正予 事 務 局 別添資料について説明

算について ・生き抜く力育成事業（旅費・備品購入費の増額 千円）390

・小学校費・中学校費保健安全管理事務（学校薬剤師の変更に伴う予算の組替）

・生涯教育総合推進事業（文化芸術団体の新しい取り組みを支援するための補助 千円）400

・青少年健全育成事業（スポーツ少年団派遣費補助金 千円）260

・図書館管理運営事務（日南町建設業協会からの寄付金充当、備品購入費増額 千円）30

・美術館管理運営事務（寄贈絵画輸送費 千円）216

委 員 長 質疑を受け付ける。質疑が無いようなら承認してよいか。

異議なし

日程第３ 平成２３年度教育費補正予算について承認する議案第３３号

その他 委 員 長 その他協議事項について

教 育 長 ○不登校・特別支援について

来年度以降、急激に減る。特別支援については、増える傾向にある。来月１名西部就学指導委員会に諮

る。西部就学指導委員会で承認を得れば、教育委員会において報告する。承認を得た場合、特別支援の
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児童は日南小学校に４人となる。不登校について３町で実施しているわかあゆ教室の在り方について検

OB討が必要。不登校、特別支援について早めに対応していく必要がある。児童福祉系の職員、教職員

等で組織し、きちっとした窓口を作るべきである。３町実施のわかあゆ教室を解散し各町で対応しては

どうかと考える。わかあゆ教室運営協議会で今後検討していく。

委 員 不登校の問題について、最終的には学校へ返すことが重要になってくる。学校に帰すための手段を地教

委として考えるべき。

、 、 。教 育 長 不登校 特別支援いずれにしても 学校・保護者に対して学校へ行くことを浸透させなければならない

発達障がいについても、早い段階で特性、個性を見極めそこ子ども達を伸ばすことが重要。

委 員 不登校の受け皿は重要で、学校へ返すことを最終目標として、学校、家庭と連携しながらしっかりした

指導体制の整備が必要になる。

委 員 長 各委員から出たように、学校へ帰すことを最終目標として、運営協議会等に諮ってもらう教育長へお願

いしたい。以上をもって第１１回教育委員会を閉じます。


